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第 ５

１ ． 報 告

（ １ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て

（ ２ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て

２ ． 議 事

（ １ ） 議 案 第 ３ ０ 号

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ２ ） 議 案 第 ３ １ 号

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ３ ） 議 案 第 ３ ２ 号

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定

（ ４ ） 議 案 第 ３ ３ 号

競 売 適 格 証 明 願 い に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ５ ） そ の 他

第 ６ 閉 会

６ ． 事 務 局 職 員

事 務 局 長 田 口 安 業 参 事 伊 藤 一 彦

主 任 藤 原 正 輝

７ ． 書 記

主 任 藤 原 正 輝

８ ． 議 事 録 署 名 員

１ ８ 番 千 葉 惣 永 １ ９ 番 佐 藤 善 栄

９ ． 会 議 の 概 要

議 長 た だ 今 か ら 平 成 ２ ５ 年 第 ９ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま す 。

議 長 お は よ う ご ざ い ま す 。 し ば ら く 雨 を 待 っ て い て 、 待 望 の 雨 が 降 り ま し て

も う 水 不 足 も 解 消 さ れ た の で は 無 い か と 思 い ま す 。 こ ち ら の 東 北 地 方 は 暑

さ を 凌 げ て ま す が 、 連 日 39度 、 40度 と い う 気 温 が 続 き ま す と 、 今 後 東 北 地

方 へ ど の よ う な 空 の 影 響 が あ る の か な と 心 配 し て お り ま す 。 稲 作 は 順 調 に

生 育 し て い る と 思 い ま す が 、 豆 や 野 菜 関 係 は か な り 高 騰 し て く る の で は と

報 道 が あ り ま し た 。 そ れ に あ わ せ て み な さ ん 管 理 等 し て 頂 き た い と 思 い ま

す 。

議 長 そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ４ 名 。 欠 席 委 員 は ３ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。

議 長 次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ ８ 番 千 葉 委 員 、 １ ９ 番 佐 藤 委 員 両 名 を 指 名 し

ま す 。 会 議 書 記 に は 藤 原 主 任 を 指 名 し ま す 。

議 長 本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。

田 口 局 長 《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 （ ９ 時 ０ ７ 分 ）》

議 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。

事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 報 告 １ 、 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 届 出



が ７ 件 あ り 、 受 理 し た 旨 を ご 報 告 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 資 料 に 記 載 の

と お り で ご ざ い ま す 。 全 て 相 続 に よ る 所 有 権 の 取 得 と な っ て お り ま す 。

続 き ま し て 報 告 ２ 、 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て で す 。 ３ 件

の 照 会 が あ り 、 １ 件 目 は 申 請 人 大 仙 市 の 田 澤 榮 一 さ ん 。 申 請 地 の 所 在 は

角 館 町 岩 瀬 下 タ 野 地 区 の 畑 １ 筆 で ３ ０ ㎡ 。 変 更 後 の 地 目 が 宅 地 と な っ て

お り ま す 。 ６ 月 ２ ８ 日 に ３ 名 の 委 員 と 事 務 局 で 現 地 を 確 認 し 、 非 農 地 と

確 認 し ま し た 。

２ 件 目 は 、 申 請 人 角 館 町 竹 原 町 の 下 田 啓 子 さ ん 。 申 請 地 の 所 在 は 角 館 町

竹 原 町 地 区 の 畑 １ 筆 で １ ６ ５ ㎡ 。 変 更 後 の 地 目 が 宅 地 と な っ て お り ま す 。

７ 月 ４ 日 に ３ 名 の 委 員 と 事 務 局 で 現 地 を 確 認 し 、 非 農 地 と 確 認 し ま し た 。

３ 件 目 は 、 申 請 人 大 仙 市 の 伊 藤 峰 子 さ ん 。 申 請 地 の 所 在 は 田 沢 湖 卒 田 字

早 稲 田 地 区 の 畑 １ 筆 で ２ ０ ７ ㎡ 。 変 更 後 の 地 目 が 宅 地 と な っ て お り ま す 。

７ 月 ４ 日 に ３ 名 の 委 員 と 事 務 局 で 現 地 を 確 認 し 、 非 農 地 と 確 認 し ま し た 。

以 上 で す 。

議 長 報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ３ ０ 号 、 農 地 法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上 程 し ま す 。

説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ３ ０ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に

つ い て 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で

審 議 の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ５ 年 ７ 月 １ １ 日 提 出 。 仙 北 市 農

業 委 員 会 会 長 羽 川 正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字

造 道 ４ ２ 番 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， ３ ９ ６ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 不 在 者 財 産 管 理 人 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の 川 原

敏 和 さ ん ５ ４ 歳 。 所 有 者 は 行 方 不 明 者 の 阿 部 哲 さ ん で す 。 譲 受 人 は 同 じ

く 生 保 内 地 区 の 阿 部 稔 さ ん ８ ０ 歳 。 申 請 事 由 は 所 有 者 不 在 者 に よ り 、 土

地 耕 作 者 へ の 売 買 。 申 請 地 は 阿 部 稔 さ ん の 弟 さ ん が 耕 作 し て お り ま し た

が 、 亡 く な っ て か ら は 阿 部 稔 さ ん が 耕 作 し て い ま し た 。 相 続 の 関 係 で 色

々 協 議 し て い た と こ ろ 阿 部 哲 さ ん が 行 方 不 明 だ と い う 事 が 分 か り 、 裁 判

所 へ 相 談 し た と こ ろ 不 在 者 財 産 管 理 人 と し て 川 原 さ ん が 指 名 さ れ ま し た 。

な お 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 ２ ３ 日 付 け で 裁 判 所 よ り 売 却 許 可 は お り て お り ま す 。

売 買 価 格 が １ ０ ａ 当 た り ５ ８ ， ８ ９ ３ 円 の 総 額 ２ ０ 万 円 と な っ て お り ま

す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番 に に つ い

て は １ ８ 番 千 葉 委 員 お 願 い し ま す 。

18番 千 葉 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 農 地 法 第 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ ０ 号 に つ き ま し て は 許 可 す る こ と に ご 異 議

ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ３ ０ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す （ ９ 時 １ ８ 分 ）。

議 長 次 に 、 議 案 第 ３ １ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い

て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ３ １ 号 。 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農

地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審

議 を 求 め る 。 平 成 ２ ５ 年 ７ 月 １ １ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 。 羽 川



正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字

浮 世 坂 ５ ０ 番 地 １ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， ０ ４ ５ ㎡ 。 譲 渡 人 は

田 沢 湖 生 保 内 の 松 田 智 也 。 譲 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 の (株 )田 沢 湖 不 動 産 。

転 用 目 的 は 宅 地 分 譲 (２ 区 画 )。 転 用 理 由 は 田 沢 湖 地 区 中 心 部 の こ の 土 地

に 住 宅 地 の 分 譲 事 業 を 計 画 し た と の こ と で す 。

。 。続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 大 谷 地 ８ ２ 番 ７

登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ４ ５ １ ㎡ 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 生 保 内 の 菊 田 サ ヨ

さ ん 。 譲 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 の 藤 原 陽 悦 さ ん 。 転 用 目 的 は 一 般 個 人 住 宅 。

転 用 理 由 は 現 在 の 住 宅 が 道 路 ま で 遠 く 、 冬 期 間 の 除 雪 が 大 変 で あ る 。 今

後 高 齢 と な る と 作 業 等 ま す ま す 困 難 と な る た め 、 県 道 近 く の こ の 土 地 に

住 宅 を 建 て る た め の 計 画 で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が

角 館 町 下 延 竹 市 野 １ ４ ８ 番 ６ 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ８ ０ ５ ㎡ 。 譲

渡 人 は 角 館 町 下 延 の 藤 原 貞 行 さ ん 。 譲 受 人 は 角 館 町 下 延 の 藤 原 斗 夢 さ ん 。

転 用 目 的 は 一 般 個 人 住 宅 。 転 用 理 由 は 譲 受 人 の 婚 姻 を 控 え 、 申 請 地 に 住

宅 を 建 築 し た い た め で す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木

町 小 山 田 字 八 津 ２ ６ ７ 番 ６ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ２ ６ ㎡ 。 譲 渡

人 は 西 木 町 小 山 田 の 赤 倉 長 さ ん 。 譲 受 人 は 西 木 町 小 山 田 の 八 柳 正 二 さ ん 。

転 用 目 的 は 物 置 小 屋 。 転 用 理 由 は 市 道 栃 ノ 木 六 本 杉 線 の 拡 幅 に よ り 居 住

地 の 北 側 が 買 収 さ れ 、 残 地 で あ る ５ ０ 坪 ほ ど の 土 地 に 住 宅 を 建 築 し た が 、

諸 荷 物 を 収 納 す る 物 置 が 必 要 と な り 計 画 し ま し た 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番 に

つ い て ２ ０ 番 藤 原 委 員 で す が 、 Ｊ Ａ の 監 査 の 為 欠 席 と な っ て お り ま す 。

な お ７ 月 ５ 日 に 現 地 確 認 を 行 っ て お り 問 題 な い と の 趣 旨 の 報 告 を 受 け

て お り ま す 。

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て ６ 番 倉 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

６ 番 倉 橋 転 用 理 由 に 記 載 の と お り 、 譲 受 人 が ど う し て も 市 道 に 面 し た 所 に 行 き た

い と の 事 で 探 し た と こ ろ 、 譲 渡 人 よ り 私 の と こ ろ で 良 け れ ば と 話 が ま と

ま り 進 ん で き た 案 件 で ご ざ い ま す 。 図 面 を 確 認 し て 頂 き ま す と 周 囲 ３ 面

譲 渡 人 と 集 落 の 広 場 に 囲 ま れ て お り ま す の で な ん ら 問 題 は ご ざ い ま せ ん 。

生 活 排 水 に つ い て は 合 併 浄 化 槽 で の 処 理 。 ま た 水 利 組 合 の 同 意 は 得 て お

り ま す 。 以 上 問 題 無 い 事 を 確 認 し ま し た 。 以 上 で す 。

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ３ 番 に つ い て １ ２ 番 青 柳 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

12番 青 柳 ７ 月 ４ 日 の 午 後 ５ 時 か ら 伊 藤 参 事 、 担 当 司 法 書 士 の ３ 名 で 司 法 書 士 よ り

説 明 を 聞 き な が ら 現 地 確 認 し ま し た 。 そ の 結 果 生 活 排 水 等 に つ い て も 合

併 浄 化 槽 で の 処 理 で 問 題 無 い と の 事 で す 。 以 上 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て ７ 番 新 山 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

７ 番 新 山 ７ 月 ４ 日 に 譲 受 人 立 会 い の も と 、 現 地 調 査 を 行 い ま し た 。 譲 受 人 に は 土

地 の 境 界 等 問 題 が 起 こ ら な い よ う し っ か り と し た 事 業 を 行 う よ う 指 導 し

ま し た 。 ま た 水 路 に つ い て も 水 利 組 合 か ら も 許 可 を 頂 い て お り ま す 。 以

上 な ん ら 問 題 な い と 思 い ま す 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 議 案 第 ３ １ 号 に つ い て ご 意 見 ご 質 問 等 ご

ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ １ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ３ １ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に



決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ３ ４ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

藤 原 主 任 議 案 第 ３ ２ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画 に

対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基

づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ５ 年 ７ 月 １ １

日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

藤 原 主 任 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 、 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 小 松 地 区

の 合 計 １ ０ 筆 。 面 積 が ８ ， ３ ７ ３ ㎡ 。 移 転 す る の は 田 沢 湖 小 松 地 区 の 佐

藤 ト シ さ ん ８ ２ 歳 。 受 け る の は 田 沢 湖 小 松 地 区 の 佐 藤 利 貴 さ ん ６ ０ 歳 で

ご ざ い ま す 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ４ ２ ６ ，

３ ７ ０ 円 の 総 額 ３ ， ５ ７ ０ ， ０ ０ ０ 円 で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番

号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 下 延 地 区 の 合 計 ４ 筆 。 面 積 が ３ ， ３ ０ ７ ㎡ 。

利 用 権 を 設 定 す る の は 角 館 町 下 延 地 区 の 鈴 木 忍 さ ん ３ ７ 歳 。 受 け る の は

同 じ く 下 延 地 区 の 鈴 木 兵 悦 さ ん ５ ９ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は

１ ０ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り ９ ， ０ ０ ０ 円 。 年 額 ２ ９ ， ７ ６ ３ 円 と

な っ て お り ま す 。 な お こ の 農 地 は も と も と 貸 し て い た 土 地 で し た が 、 前

の 借 り 人 が 耕 作 距 離 が 遠 い と の 事 で 、 契 約 満 了 に 伴 い 隣 接 地 の 耕 作 者 の

鈴 木 さ ん へ 利 用 権 を 設 定 す る 案 件 と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 ３ 番 か ら

は 再 設 定 の 案 件 と な っ て お り ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。

以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ ２ 号 に つ き ま し て は 適 正 で あ る と 認 め る こ

と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ３ ２ 号 に つ い て は 適 正 で あ る と 認

め る こ と に 決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ３ ９ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 農 技 法 第 ３ 条 第 １ 項 目 的 の 買 受 適 格 証 明 願 に つ い

て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

藤 原 主 任 議 案 第 ３ ３ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 第 １ 項 目 的 の 買 受 適 格 証 明 願 に つ い て 。 農

地 法 第 ３ 条 第 １ 項 目 的 の 買 受 適 格 証 明 願 に つ い て 、 別 紙 の と お り 買 受 適

格 証 明 願 の 提 出 が あ っ た の で 、 審 議 の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２

５ 年 ７ 月 １ １ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 羽 川 正 幸 。

藤 原 主 任 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 裁 判 所 か ら の 競 売 物 件 に 係 る 案 件 で ご ざ い ま

す 。 整 理 番 号 １ 番 、 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 神 代 地 区 の １ 筆 。 面 積 が ９ ６ ６

㎡ 。 土 地 所 有 者 は 田 沢 湖 神 代 地 区 の 小 林 金 市 さ ん 。 申 請 人 は 同 じ く 神 代

地 区 の 小 林 尊 さ ん ７ ２ 歳 。 申 請 事 由 は 経 営 規 模 の 拡 大 で ご ざ い ま す 。 な

お こ の 土 地 は 申 請 者 と の 合 作 地 と な っ て お り ま す 。 ま た 営 農 状 況 等 問 題

無 い と 思 わ れ ま す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ ３ 号 に つ い て は 適 格 で あ る と 認 め る こ と に

ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ３ ３ 号 に つ い て は 適 格 で あ る と 証

明 す る こ と に 決 定 し ま す （ ９ 時 ４ ３ 分 ）。



議 長 予 定 さ れ て い た 議 案 が 終 了 し ま し た 。 次 に 、 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等 ご

ざ い ま し た ら お 願 い し ま す 。

11番 黒 沢 議 長 。

議 長 ど う ぞ 。

11番 黒 沢 議 会 か ら で す が 会 長 の あ い さ つ に も あ り ま し た が 、 渇 水 に つ い て 沢 水 や

た め 池 を 使 っ た 方 は ポ ン プ 等 使 用 さ れ 苦 労 さ れ た と 思 い ま す が 、 各 集 落

の 推 進 員 を 通 じ て 稲 作 や 大 豆 、 そ ば 等 の 被 害 状 況 を ７ 月 い っ ぱ い に 取 り

ま と め ９ 月 定 例 議 会 で は 何 ら か の 手 当 て を し た い と の 市 長 の 考 え で し た 。

ど う か 農 業 委 員 の 方 々 か ら も 農 家 の 方 か ら 被 害 状 況 等 あ り ま し た ら 、 担

当 課 の 農 山 村 活 性 課 へ ご 連 絡 頂 き た い と 思 い ま す 。 も う 一 件 で す が 、 ６

月 議 会 が 終 わ っ た ば か り で す が 、 来 月 お 盆 過 ぎ に 計 画 で す が 議 会 が ま た

始 ま り ま す 。 そ の 理 由 で す が 、 ９ 月 に 市 長 選 挙 が あ る た め に 角 館 の お 祭

り が 始 ま る ま で に ９ 月 定 例 議 会 を 終 わ り た い と の 事 で し た 。 以 上 で す 。

議 長 他 に あ り ま せ ん か 。

17番 石 郷 岡 議 長 。

議 長 ど う ぞ 。

17番 石 郷 岡 土 地 改 良 区 か ら で す が 、 先 日 土 地 改 良 区 の 合 併 と い う 事 で は あ り ま せ ん

が 研 修 会 を 行 い ま し た 。 そ の 中 で 強 く 言 わ れ た こ と が 、 こ れ か ら ５ 年 後

１ ０ 年 後 ど う す る の か と い う 事 を き ち ん と そ れ ぞ れ の 地 区 、 地 域 、 土 地

改 良 区 で 話 し 合 い を し 、 １ ０ 年 後 の 姿 を 見 据 え た 形 の 中 で こ の 後 ど う す

る の か 考 え て 行 か な け れ ば だ め で す よ と 強 く 言 わ れ ま し た 。 そ の 事 を 踏

ま え て 合 併 研 究 会 に つ い て は も う 一 回 幹 事 会 な り を 開 い て こ の 後 ど う す

る の か 決 め た い と い う 話 で 終 わ り ま し た 。 中 々 合 併 の 方 へ 進 ん で 行 か な

い と い う の が 現 状 で す 。 も う 一 度 ５ 年 後 １ ０ 年 後 見 据 え た 形 の 中 か ら 仙

北 市 の 土 地 改 良 区 を ど う す る の か を 話 し て 行 く と の 事 で す 。 以 上 で す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 推 薦 委 員 か ら の 報 告 が 終 わ り ま し た 。 次 に 、

協 議 に 入 り ま す 。 事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 第 ５ ７ 回 秋 田 県 農 業 委 員 大 会 要 請 事 項 に つ い て で す 。 今 年 は １ １ 月 ５ 日

に 仙 北 市 で 開 催 さ れ ま す 。 要 請 事 項 の 取 り ま と め 依 頼 と し て 本 日 の 総 会

で 全 委 員 へ 依 頼 、 検 討 期 間 を ８ 月 ５ 日 ま で と し 要 請 事 項 を 事 務 局 へ 提 出

願 い ま す 。 ８ 月 ８ 日 開 催 予 定 の 第 １ ０ 回 総 会 に 協 議 事 項 と し て 審 議 ・ 決

定 し 農 業 会 議 へ 提 出 し た い と 考 え て お り ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し

ま す 。 検 討 項 目 例 と し て 資 料 に １ ２ 項 目 ほ ど 載 せ て い ま す 。 ま た 昨 年 の

要 請 事 項 を 参 考 資 料 と し て 載 せ て い ま す 。 次 に 連 絡 事 項 で す が 、 ８ 月 ６

日 に 地 区 別 農 業 委 員 会 研 修 会 を 横 手 市 で 、 ８ 月 ２ ９ 日 に 平 成 ２ ５ 年 度 「 東

北 ・ 北 海 道 農 業 活 性 化 フ ォ ー ラ ム 」 が 宮 城 県 名 取 市 で 行 わ れ ま す 。 各 申

込 み 期 限 ま で に 事 務 局 へ ご 連 絡 願 い ま す 。 以 上 で す 。

議 長 そ れ で は 、 東 北 ・ 北 海 道 農 業 活 性 化 フ ォ ー ラ ム に は 参 加 で き る 方 は よ ろ

し く 参 加 く だ さ い 。 ま た ８ 月 ６ 日 の 地 区 別 農 業 委 員 会 研 修 に は ぜ ひ 皆 さ

ん が 参 加 で き る よ う お 願 い し ま す 。 ほ か に ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん

か 。

『 無 し 』 の 声

（ 閉 会 ）

議 長 以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ５ 年 第 ９ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た し

ま す 。 お 疲 れ 様 で し た （ １ ０ 時 ０ ０ 分 ）。



上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。

平 成 ２ ５ 年 月 日

議 長

署 名 員 １ ８ 番

署 名 員 １ ９ 番


